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１ 議事

(1)令和５年度 幹事会直轄事業進捗報告

1.ICT利活用調査研究事業の見直し委託事業について

2.ICT利活用促進事業補助金の手続きについて

3.先進地事例視察先について

4.情報モラル啓発イベントについて

(2) その他

令和５年度第３回 幹事会



(1)1.ICT利活用調査研究事業の見直し
委託事業について
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※以下、委託報告書より抜粋
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(1)1.ICT利活用調査研究事業の見直し
委託事業について
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(1)1.ICT利活用調査研究事業の見直し
委託事業について

※予算や負担金の議論になるため、改善提案からは除外
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(1)1.ICT利活用調査研究事業の見直し
委託事業について

課題 改善案

１）研究事業の対象の明確化 募集要項の見直し
（過去の活用事例やアイデアを追加）

審査基準や審査結果の見える化

複数年事業の導入
（例．初年度：コンテスト、次年度：実装 など）

事業申請サポート窓口の設置
（事業検討段階からの伴走支援）

２）自分ゴト化できる仕掛け作り 県内企業と県内学生とのマッチングによる共同研究
（企業のICT利活用の取組に学生が参加）

ICT活用事例・アイデアコンテスト＋優良事例の実装

調査・研究手法に関するセミナー開催
（調査研究に対するハードルを下げる趣旨）
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(1)1.ICT利活用調査研究事業の見直し
委託事業について

課題 改善案

３）補助金以外のメリット作り 自治体広報による研究事業のPR
（企業のPRにつながる）

自治体と会員とのマッチングによる事業化

（自治体の抱える課題の見える化や自治体との共同
実績）

事業参画に対する表彰制度

研究事業のプロモーション活動の場づくり

４）各事業の周知回数の増加や
説明会の実施

研究事業に関する説明会や意見交換会の開催

事業活用意思有無の全数調査
（研究事業に触れる機会の増加）

会員とのコミュニケーションの多角化
（SNSやチャット等の導入）
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(1)２. ICT利活用促進事業補助金の手続
きについて
＜第２回幹事会でのご意見＞

・ICT利活用推進団体支援事業において、今後想定を上回る申請件数が出た場合
どのように対応をしていくのか。

➡事務局にて検討を行う旨を回答

＜事務局検討結果＞
本補助金の過去の経緯等も確認し、様々な会員の活動に支援ができるよう要項の
見直しを行っていることも踏まえ、案１で進めることとしたい。

＜検討案＞

案１：事前に利用希望を調査し、利用希望団体数で予算を等分

メリット）利用希望する全ての会員が活用可能、迅速な交付決定が可能

デメリット）希望数により補助金額が低減、年度前に調整が発生

案２：予算時に決めた団体数に基づき、審査会で決定

メリット）補助上限額まで利用可能、事業成果のフィードバックが可能

デメリット）事務処理の増加、利用希望しても交付が受けれない会員が発生
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(1)３.先進地事例視察先について
＜視察先希望アンケート調査＞

・今回初めて会員に視察先希望アンケートを実施

具体的な視察先

県内 九州ロボットセンター（佐賀市）、株式会社学映システム（佐賀市）、
株式会社オプティム（佐賀市）、Cygames佐賀スタジオ（佐賀市）

九州内 福岡グロウスネクスト（福岡県）、エンジニアカフェ（福岡県）、
北九州市ロボット・DX推進センター（福岡県）、安川電機ロボット村（福岡県）、
天神センタービル（福岡県）、スタジアムシティ（長崎県）、
ジャパネット本社（長崎県）、都城市（宮崎県）、肝付町（鹿児島県）

九州外 北海道上士幌町（北海道）
か み し ほ ろ

ロボットによる自動化に関して先進地視察を希望の声が集まっていることから、
福岡県の

【北九州市ロボット・DX推進センター】、【安川電機ロボット村】
県内の

【九州ロボットセンター】
で検討を進めたいと考えています。
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(1)４.情報モラル啓発イベントについて
＜啓発イベントの内容＞

〇開催日時 令和５年１０月１日～令和５年１０月３１日

〇開催場所 JR佐賀駅「TERAビジョン」

〇啓発内容 令和４年度 ネットの安全安心けいはつコンクール受賞作品


